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※ 今週のアウトルック（2/24～2/27）

　先週金曜日、米国連邦最高裁の判断を受け、トランプ大統領が世界的に10％の

関税を課す、新たな方針を打ち出しました。

　この影響で週明けはドル売りが優勢となっているようです。

　今週は、米国関税問題でどの程度ドルが売られるのか、まずはそのあたりに

注目したいところです。

　先週のドル円は、週末までに155円付近まで回復しましたが、週明け早々

トランプ大統領の関税方針により、ドルは下げては始まっています。

　今週は、関税方針によりどこまで米ドルが売られるのか、まずは見極めたい所です。

152円台まで下げてしまうのか、そのあたりが一つのポイントとなりそうです。

ドル円の予想レンジは、152円～155円です。

　ユーロドルも週明け、ドル売りが進んで上昇しています。

1.19に乗せられるかどうかが一つのポイントとなりそうです。

　ユーロ円は週明け、下落して始まっています。

こちらも181円付近のサポートラインを維持できるかどうかがポイントです。

ユーロ円の予想レンジは、180円～185円です。

　ポンド円も週明け、幾分下落して始まっています。

207円付近のサポートラインを抜けてしまった場合には要注意です。

ポンド円の予想レンジは、205円～210円です。

　日経225先物も週明け下げて始まっています。

5万6千円付近のサポートを抜けてしまった場合には、

急落の可能性も浮上してきそうです。
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